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重 4500N を超えたあたりで剛性が低下した。その後、ブ

レースの面外変形、及び、上部金具が滑りながらも、最

大荷重を迎え、最終的には、圧縮ブレースの下端部分で

天井ボードのビス抜けが生じて破壊した。 
単調載荷した試験体では、最大荷重に達する前に非線

形が生じているため、荷重－変形関係をバイリニア型で

モデル化した時の剛性が変化する点を損傷耐力とした。

定めた損傷耐力を表 2 に示す。 
繰返し載荷試験体の 3 サイクル目の荷重を表 2 に示す。

繰返し載荷時の荷重－変形関係は、単調載荷試験体とほ

ぼ同等であった。また、繰返し載荷による荷重の低下は

軽微で、対応する単調載荷試験体の荷重の 80%以下にな

るケースは全く見られなかった。 
繰返し載荷した試験体では同一仕様の単調載荷試験体

よりも初期剛性が 47.4%上昇したケースがあった（図 6）。 

SC3R は、ブレース下端間に補強材を入れたが、最大荷

重は 6.4%増大したが、初期剛性は 6.9％低下しており、損

傷荷重の増大は見られなかった。SC7R も同様に補強した

が、最大荷重が 2.6％増大し、剛性が 10.8%増大し、損傷

荷重が 9.3％増大した。 
5. 結論 
同一仕様の吊長さの 3m の在来天井に対して、単調載荷、

及び繰返し載荷を実施した結果、本実験で行った仕様で

あれば、損傷耐力を約 4500N（許容荷重で 3000N）と設定

することが可能である。 
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図 2 通しブレース、野縁方向の結果 図 3 通しブレース、野縁受け方向の結果

図 4 2 段ブレース、野縁方向の結果 図 5 2 段ブレース、野縁受け方向の結果
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表 2 実験結果の詳細 
単調載荷 繰返し載荷 

名称 初期剛性*1 
(N/mm) 

損傷耐力 
(N) 

最大荷重 
(N) 

破壊*2 
モード 名称

初期剛性*1

(N/mm) 
+1.5Da の 3*3 
サイクル目(N) 

-1.5Da の 3*3 
サイクル目(N) 

最大荷重
(N) 

破壊*2

モード

SC1 483 4525 5595 BB SC2 522 
(1.08) 

3990 
(0.882) 

4365 
(0.965) 

4760 
-4475 BB 

SC3 338 4510 4820 DR SC4 498 
(1.47) 

4850 
(1.075) 

4480 
(0.993) 

5385 
-4480 BB 

SC3R 315 4505 5130 DR －  

SC5 203 4505 5225 BL SC6 230 
(1.13) 

5015 
(1.113) 

5460 
(1.212) 

5175 
-5570 BB 

SC7 202 4120 4970 BL －  

SC7R 223 4505 5100 BL SC8R 231 
(1.03) 

4405 
(0.978) 

4225 
(0.938) 

5155 
-4305 BA 

*1 : 最大荷重の 0.2 倍における荷重値と原点を結んだ直線、繰返し載荷した試験体では絶対値の大きい方を最大荷重した。括弧内は単調載荷に対する割合 *2 : 
BA : 圧縮材の座屈, BB : ブレース座屈, BL : ブレースの面外方向変形後、ボード破壊, DR : 野縁受けの変形 *3 : 括弧内は単調載荷に対する割合 

図 6 初期剛性の比較 
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